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論　　文　　の　　要　　旨
　筋肉細胞の分化様式に関する研究はラその収縮構造の正確な構築に対する興味のために主として
横紋筋において進められてきた。また一般細胞の果たす各種の機能と細胞構造の関連を知るために
各種の非筋細胞が研究されてきた。この横紋筋細胞と非筋細胞との聞にあって構造的特徴が両者の
中問的存在である平滑筋細胞は分化の研究対象として一見魅カに乏しいものと思われてきた。しか
しながらヨこの平滑筋細胞にこそ典型的横紋筋の形成機構を解明する緒が秘められていることを立
証しラ広く筋肉細胞一般の分化様式を提示したのが本論文の主たる内容である。
　本研究はニワトリ砂嚢平滑筋を用いてその蛋白質成分の蓄積過程冒各蛋白質の細胞内分布および
電子顕微鏡レベルでの細胞内構造の構築を明らかにしたもので全体は3章から成る。
　第！章においては蛍光抗体法と二次元電気泳動法を用いて里砂嚢分化に伴う蛋白質成分の出現を
定性的および定量的に捕えた。その結果冒収縮構造の形成に直接関与する成分であるアクチンヨミ
オシンおよびトロポミオシンは細胞骨格の成分であるデスミンと共に比較的初期（保温5～7日）
からほジ同時に出現するが、ミオグロビンは19日胚になってはじめて現われることが明らかになっ
た。これを定量的に調べるとヨアクチンとトロポミオシンの間に同調的蓄積過程がみられる他はヨ
同調性がみられず、とりわけミオシンおよびミオグロビンは艀化前後に急激に蓄積が進行すること
をみつけ、これらの蛋白質の合成には質的制御の他に量的制御機構が働いていることを明らかにし
た。
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　第2章においては細胞内構造の形成過程を研究するためにラ各発生段階の砂嚢筋組織から酵素処
理により細胞を分離し、短時間培養によりこれを伸展させて、蛍光抗体法により構造蛋白質の細胞
内分布を調べた。特異な培養方法の確立，細胞モデルを用いた人為的収縮実験雪蛍光抗体二重染色
法による異なった蛋自質の分布の同異検定などを行ったことによりラ収縮構造の構築過程が正確に
記載された。この過程で太い繊維を形成するミオシンは細い繊維を形成するアクチンヨトロポミオ
シンや中間の太さの繊維を形成するデスミンと異なる分布を示しヨ合成直後に細胞構造に取り込ま
れるのではなく一時可溶性細胞質に留まり。後に太い繊維として構造に取り込まれることを明らか
にした。この事実は第1章におけるミオシンの非同調的蓄積の根拠を説明すると共に次の研究の礎
となった。
　第3章では免疫電子顕微鏡法を用いて分離平滑筋における収縮構造の構築過程を分子レベルで調
べた。細いアクチン繊維は初め細胞膜に近接して形成されること、この繊維が多数束ねられた後中
問の太さの繊維に支えられて細胞膜から遊離していくことヨこの東に更にミオシンの太い繊維が加
わってより太い収縮構造が完成されることを明らかにした。一時的に可溶性細胞質に蓄えられたミ
オシンは太い繊維となってアクチン繊維東の形成を促しヨ収縮構造の完成に大きく寄与することが
判明した。
審　　査　　の　　要　　旨
　本研究の特徴は構造の比較的不明確な平滑筋を細胞分化の研究に用いることにより典型的筋肉で
ある横紋筋の分化機構の研究に重要な示唆を与えると同時にヨ平滑筋にも特異な収縮構造の形成過
程があることを明確に示したことである。本研究の中には生化学的手法。免疫学的手法。細胞学的
手法が巧みに改良応用されていてラその結論は明確で次の研究段階への示唆に富んでいる。申でも
蛋白質の合成が巧妙な量的質的制御のもとに進行すること、収縮構造の形成には細胞骨格も重要な
役目を担っていることラこの両者の間をとりもつ未知の構造蛋自質の存在の可能性を示唆したこと
などは大いに評価される。
　本研究の成果は平滑筋の分化機構の理解に寄与するのみならずう広く一般細胞における運動構造
の形成を分子レベノレで理解するのに有役なものであると言えよう。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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